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❶目的
　本市では、平成25年10月に、本市の創造都市を推進するための総合的かつ基本的な指針として「高松市
創造都市推進ビジョン（総論・各論）」を策定し、産業、ものづくり、観光、文化・スポーツ、国際交流な
どに関する施策を一体的に推進しながら、高松の都市ブランドイメージの向上を積極的かつ効果的に図り、
「瀬戸の都・高松」の魅力を全世界に発信してきました。
　ビジョンの策定から５年が経過しようとする中、国では地方創生、一億総活躍社会の実現のための取組
や、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催決定と、それに向けた文化プログラム
（beyond2020※など）への取組が行われるなど、国際的な文化芸術の振興を通じた地方都市の活性化や、
国民一人一人が自分の力を発揮し、生きがいの持てる社会の実現を目指すよう、大きく舵を切り始めており
ます。
　このビジョンに基づくこれまでの成果として、香川県が県外観光客を対象として実施している香川県への
再来訪意向調査で「ぜひ来たい・来たいと思う・やや来たいと思う」の割合が9割を超えるとともに、本市
が18歳以上の市民を対象として実施している市民満足度調査では「最も満足度が高かった施策」として
「文化芸術の振興」が選ばれるなど、ブランド力のある都市を目指した本市のまちづくりについて、内外か
ら高い評価をいただくことができました。
　このような成果を受けて、今回改訂を行う「第２次高松市創造都市推進ビジョン」では、前回のビジョン
で定めた施策展開や基本的な方向性は継続しつつ、本市の取組の特色の一つである「こども」により着目す
るとともに、本市のブランド力をより高めるため、世界の中での高松の位置付けを強く意識し、ユネスコ創
造都市ネットワークへの将来的な加盟申請の可能性も踏まえるなど、新たな施策・事業を加えるとともに、
その効果を検証する成果指標などを定めるものです。

❷創造都市とはなにか
　「創造都市」とは、それぞれの都市の個性や特徴をいかした上で、おおむね次のような条件を満たすもの
です。

● 市民による、新たな活動が多数発生している都市
● 文化と産業の創造性に富んでいる都市
● 脱大量生産の革新的で柔軟な都市経済システムを備えている都市
● 世界的な環境問題や、局地的な地方特有の課題に対して、新しい方法で
　 問題解決を行えるような「創造の場」に富んでいる都市

市民一人一人が創造的に働き、暮らし、活動できる都市

※のある用語の解説については、P.61以降に記載
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❸本市の上位計画・関連計画

●産業経済政策
　平成24年12月に策定した　高松市中小企業基本条例　に基づき、国、県、経済団体、大学、金融機関等
との連携協力により、中小企業者の経営の革新及び経営基盤の強化の促進、創業の促進、人材の確保・育成
への支援等、中小企業振興施策を実施しています。

　また、平成26年3月に　高松市伝統的ものづくり振興条例　を制定し、高松ならではの伝統的ものづくり
をさらに魅力あるものにし、発展させていくため、ブランド力の向上・販路開拓、普及啓発、人づくりの推
進など、ものづくり振興施策を総合的に推進し、伝統文化の継承及び発展に寄与しています。

　農業の分野においては、農業従事者のさらなる高齢化・減少による労働力不足や耕作放棄地の増加など、
大きく変化している農業を取り巻く状況や、担い手の確保・育成や農地の集積・集約化などの次世代の課題
に対応するため、平成28年３月に新たな　高松市農業振興計画　を策定し、これからの農業の目標、基本
方針等を明確にし、その実現に向けて取組を行っています。

●文化・観光・スポーツ政策
　平成25年12月に制定した　高松市文化芸術振興条例　に基づき、27年3月に　高松市文化芸術振興計画
を策定し、「市民を始め、文化芸術の担い手の自主性や創造性を十分に尊重する」、「誰もが、文化芸術に
広く親しむことができる環境を整える」、「文化芸術の担い手が協働し、個性豊かで魅力に満ちた創造都市
高松を創出する」、「伝統を継承するとともに、新たな文化芸術を享受・創造する」という4つの方針を基
に、「文化芸術を通して、市民が生き生きと心豊かに暮らせるまち、高松の実現」を目指しています。

　また、本市のまちづくりにMICE※を積極的に活用するため、 高松市MICE振興戦略　を平成29年3月に策
定しました。地域への経済波及効果、交流人口や観光客の増加、ビジネス・イノベーション※の機会の創造
や、都市のブランドイメージの向上などを目的として、MICE※の振興に積極的に取り組んでいます。

　さらに、平成28年3月に策定した「高松市スポーツ推進計画」では、5つの基本方針を定め、市民一人一人
が生涯を通じたスポーツライフを創造するために、スポーツの多面的な役割を改めて明確にした上で、ス
ポーツによるコミュニティの醸成や、高齢社会、障がい者に対応した既存スポーツ施設のバリアフリー化な
どスポーツを取り巻く環境を整備する中で、市民のニーズに即した効率的・効果的な施策を展開していま
す。

第６次高松市総合計画

高松市
創造都市
推進ビジョン

中
小
企
業
基
本
条
例

伝
統
的
も
の
づ
く
り
振
興
条
例

農

業

振

興

計

画

文
化
芸
術
振
興
計
画

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
振
興
戦
略

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

32



❸本市の上位計画・関連計画

●産業経済政策
　平成24年12月に策定した　高松市中小企業基本条例　に基づき、国、県、経済団体、大学、金融機関等
との連携協力により、中小企業者の経営の革新及び経営基盤の強化の促進、創業の促進、人材の確保・育成
への支援等、中小企業振興施策を実施しています。

　また、平成26年3月に　高松市伝統的ものづくり振興条例　を制定し、高松ならではの伝統的ものづくり
をさらに魅力あるものにし、発展させていくため、ブランド力の向上・販路開拓、普及啓発、人づくりの推
進など、ものづくり振興施策を総合的に推進し、伝統文化の継承及び発展に寄与しています。

　農業の分野においては、農業従事者のさらなる高齢化・減少による労働力不足や耕作放棄地の増加など、
大きく変化している農業を取り巻く状況や、担い手の確保・育成や農地の集積・集約化などの次世代の課題
に対応するため、平成28年３月に新たな　高松市農業振興計画　を策定し、これからの農業の目標、基本
方針等を明確にし、その実現に向けて取組を行っています。

●文化・観光・スポーツ政策
　平成25年12月に制定した　高松市文化芸術振興条例　に基づき、27年3月に　高松市文化芸術振興計画
を策定し、「市民を始め、文化芸術の担い手の自主性や創造性を十分に尊重する」、「誰もが、文化芸術に
広く親しむことができる環境を整える」、「文化芸術の担い手が協働し、個性豊かで魅力に満ちた創造都市
高松を創出する」、「伝統を継承するとともに、新たな文化芸術を享受・創造する」という4つの方針を基
に、「文化芸術を通して、市民が生き生きと心豊かに暮らせるまち、高松の実現」を目指しています。

　また、本市のまちづくりにMICE※を積極的に活用するため、 高松市MICE振興戦略　を平成29年3月に策
定しました。地域への経済波及効果、交流人口や観光客の増加、ビジネス・イノベーション※の機会の創造
や、都市のブランドイメージの向上などを目的として、MICE※の振興に積極的に取り組んでいます。

　さらに、平成28年3月に策定した「高松市スポーツ推進計画」では、5つの基本方針を定め、市民一人一人
が生涯を通じたスポーツライフを創造するために、スポーツの多面的な役割を改めて明確にした上で、ス
ポーツによるコミュニティの醸成や、高齢社会、障がい者に対応した既存スポーツ施設のバリアフリー化な
どスポーツを取り巻く環境を整備する中で、市民のニーズに即した効率的・効果的な施策を展開していま
す。

第６次高松市総合計画

高松市
創造都市
推進ビジョン

中
小
企
業
基
本
条
例

伝
統
的
も
の
づ
く
り
振
興
条
例

農

業

振

興

計

画

文
化
芸
術
振
興
計
画

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
振
興
戦
略

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

32



第２章　現況分析
❶地域の歴史・動向❹ビジョンの期間

　平成30（2018）年度から2023年度までの６年間とします。

❺創造都市推進のイメージ
　３つの戦略「   独創指向  ：独創的な高松ブランドを編集する戦略」「   世界指向  ：世界に向けてグロー
バル※にひらく戦略」「   未来指向  ：未来に向けてゆるやかに連携し、段階的に取り組む戦略」を通じて、
創造都市推進局を中心に、文化や産業などの政策・事業に取り組むとともに、こどもや福祉・環境・都市整
備などについても、柔軟かつ横断的に全市を挙げて、「魅力にあふれ、人が輝く創造都市」の実現に向けて
取り組みます。

第６次高松市総合計画
『活力にあふれ　創造性豊かな　瀬戸の都・高松』

魅力にあふれ、人が輝く創造都市
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都市交流

都市整備

環境

こども

福祉

①日本三大水城のひとつである
　高松城を中心とした城下町と文化土壌の形成

国指定重要文化財
「高松城 北之丸月見櫓・渡櫓・水手御門」

天正16年
｜

豊臣秀吉の家臣生駒親正（いこま ちかまさ）による高松城築城／生駒家による城下町の整
備／高松松平家による城下町の拡大と産業振興
・北は瀬戸内海に面し、三重の堀に囲まれた水城、その南側に城下町の広がりを見せる、海に開か
　れた都市の形成
・高松城の大手門門前に開かれた城下町には、丸亀町を始めとする商人町や職人町などが形成される
・栗林公園や法然寺などの歴史遺産が造られたほか、茶道、華道、俳諧など文化も発展し、産業奨
　励策により、漆芸、保多織、理平焼、桐下駄、円座、提灯、松盆栽、張子、獅子頭などのものづ
　くりが盛んになる

②明治から昭和初期の動向
明治23年
明治27年
明治31年

明治43年

大正時代
｜

昭和初期

昭 和 3 年

昭 和 9 年

香川県の県庁所在地として、全国で40番目の市となる
色を変えない松の緑に市の悠久繁栄を祈念して、市章を制定
全国で3番目の工芸学校として「香川県工芸学校」（現、香川県立高松工芸高等学校）を設立
・江戸時代末期に玉楮象谷（たまかじぞうこく）によって発展した香川漆芸の伝承

宇野駅と高松駅を結ぶ宇高連絡船の就航

高松市出身の菊池寛が小説家として活躍
・『父帰る』『恩讐の彼方に』『真珠夫人』等の代表作を発表
・雑誌『文藝春秋』の創刊、芥川賞・直木賞の制定等、実業家としても活躍

高松市主催による全国産業博覧会を開催
・出品総数約15万件、入場者数約48万７千人を集める

瀬戸内海が、雲仙や霧島とともに我が国で初めての国立公園の一つ（瀬戸内海国立公園）
として指定される
・明治維新直後に瀬戸内海を訪れた地理学者リヒトホーフェンは「支那旅行日記」の中で、「これ
　以上のものは世界のどこにもないであろう」と世界中に瀬戸内海を紹介

・四国の玄関として、国の出先機関や日本銀行の支店を始め、日本を代表する企業の支店が
　集積する地方都市として発展
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